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研究成果の概要（和文）：本研究は、健康リスク情報に対する自己防衛反応（例えば、自身に関連する健康リス
ク情報の信ぴょう性を過小評価する傾向）を低減し、情報の受容を高める手法として自己肯定化（自分にとって
重要な自己価値の確認）に焦点をあて、より効果的な自己肯定化の手法について検討した。本研究では、スマー
トフォンの長時間使用や過度の飲酒に関する健康リスク情報に対して自己防衛反応が生じることが確認された。
そして、それら健康リスク情報の受容を高めるために効果的な自己肯定化の手法として、自身の保持する対人的
資源（家族や友人のソーシャルサポート）を確認することが有効である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine effective self-affirmation 
techniques to reduce self-protective reactions to health risk information and to increase acceptance
 of such information. The results of this study confirmed that self-defensive responses, such as 
underestimation of validity and decreased intention to improve health risk behaviors, occur in 
response to health risk information regarding excessive smartphone use and excessive alcohol 
consumption. In addition, it was suggested that confirming one's own interpersonal resources (e.g., 
social support from family and friends) may be an effective method of self-affirmation to increase 
the acceptance of health risk information.

研究分野： 社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日常的に目にする健康リスク情報に対して自己防衛反応が生じることを確認した。そして、自身の
保持する対人的資源を確認することが、自己防衛反応を低減し、健康リスク情報を受容するために効果的である
ことが示唆された。これらの成果は、健康リスク情報に対する自己防衛メカニズムの更なる解明や、個人の健康
改善に関する介入方法の開発の一助として重要な知見を提供するものであると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
人は「自分自身が社会に適応した適切な人物である」という感覚（全般的な自己価値）を維持

しようと動機づけられている（Sheman & Cohen, 2006）。重要な仕事や試験で失敗する、とい
ったような出来事は、全般的な自己価値の感覚が損なわれるため、心理的脅威となる。そのよう
な心理的脅威に対して、全般的な自己価値を防衛、回復するために、様々な自己防衛反応を示す
ことが先行研究で示されている（Sherman & Cohen 2006）。例えば、重要な課題やテストで失
敗した後、その重要性を否定したり、失敗の原因を自分の能力以外の要因に求めたりする
（Brown, 2007）。また、重要な課題の失敗以外にも、自分が行っている習慣（例えば、喫煙、
飲酒など）に関する健康リスク情報は、「自分自身が不適応な行動」を行っているという認識を
高めるため、自己価値の感覚が損なわれる場合がある。そのため、自分自身に関連する健康リス
ク情報が受容されにくい傾向（例えば、情報の信ぴょう性を過小評価する傾向）が指摘されてい
る（Kunda, 1987; Liberman & Chaiken, 1992）。これら自己防衛反応は、結果的に、直接的な
改善行動（例えば、健康改善行動）に結びつかないなどの不適応な結果をもたらす（e.g., Sherman, 
Nelson, & Steele, 2000）。 
近年、こうした自己防衛反応を低減するための方法として、自己肯定化が注目され、その有効

性が検討されている。自己肯定化とは、「自分にとって重要な価値について考えることで、その
価値（自己価値）を明確にすること」である（e.g., Sherman & Cohen, 2006）。自己肯定化理論
（Sherman & Cohen, 2006）によれば、特定の領域の自己価値が低下したとしても、他の領域
の自己価値を確認すること（すなわち、自己肯定化）で、全般的な自己価値を維持することがで
きるため、自己防衛反応が生じ難くなる。そのため、全般的な自己価値の感覚が損なわれる心理
的脅威場面に直面した場合でも、自己肯定化することで、不適応な結果につながりにくくなるこ
とが示されてきた(e.g., Cohen & Sherman, 2014)。例えば、「自分に関連する健康リスク情報を
過小評価する傾向を低減し、個人の健康改善行動を促進する」（e.g., Sherman, Nelson, & Steele, 
2000）などの効果がみられることが実証的に確認されている。 
しかし、それら自己肯定化の有効性が示された研究のほとんどは、欧米で行われた研究であり、

日本ではその有効性について必ずしも十分には検討されていない。自己価値の基準は文化的に
規定されるため、先行研究（欧米文化圏）と同じ手法では、十分には自己肯定化がなされない可
能性も考えられる。そのため、日本での有効な自己肯定化の手法を検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 以上のことから、本研究では効果的な自己肯定化の方法を検討する。上記のように自己価値が
低下する出来事やそれに対する防衛反応には、様々なものが示されている。本研究では、その中
でも、「健康リスク情報に対する自己防衛反応」（例えば、自身に関連する健康リスク情報の信ぴ
ょう性を過小評価する傾向）を低減する方法に焦点をあて、以下の２つの観点から検討を行う。 
(1) 健康リスク情報に対する自己防衛反応の検討 
 まず、自身に関連する健康リスク情報への自己防衛反応が生じるか（すなわち、健康リスク情
報が受容されにくいか）どうかについて、実際にインターネットなどのメディアで提示されてい
る健康リスク情報を題材とした検討を行う。 
(2) 効果的な自己肯定化手法の検討 
 (1)で示された自己防衛反応を低減するために効果的な自己肯定化について検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 健康リスク情報に対する自己防衛反応 
大学生を対象とした集合状況での質問紙調査および、２０歳から４０歳代を対象としたイン

ターネット調査形式で検討を行った。具体的には、日常的な健康リスク情報として、インターネ
ットなどのメディアで提示されている「スマートフォンの長時間使用に関する健康リスク情報」
や「過度の飲酒に関する健康リスク情報」を実験参加者に提示し、その内容に対する評価を求め
た。そして、健康リスク行動を行っている人（スマートフォンを長時間使用している人や飲酒頻
度の多い人）が、そうではない人と比べ、当該の健康リスク情報に対して自己防衛反応（情報の
信ぴょう性の過小評価、行動改善意図の低下）が生じるかどうかを検討した。 
(2) 効果的な自己肯定化手法の検討 
① 自己肯定化がスマートフォンの長時間使用に関する健康リスク情報の受容に及ぼす効果 
 本研究では、大学生を対象に、(1)で示されたスマートフォンの長時間使用に関する健康リス
ク情報に対する自己防衛反応が自己肯定化によって低減するかどうかを実験によって検討した。
具体的には、事前に普段のスマートフォンの使用時間について回答を求めたのちに、半数の実験
参加者には自己肯定化に関する記述課題を行ってもらい、残りの半数の実験参加者には自己肯
定化とは関連しない記述課題を行ってもらった。この自己肯定化の課題は、先行研究を参考に、
リストの中から自分にとって最も重要な事柄を選択してもらい、その事柄に関する詳細やそれ
がなぜ自分にとって重要なのかについて記述を求める方法を用いた。この方法を用いることで、
多く人が重要だと考える自己価値の内容についても検討した。 
 



② 対人的資源が健康リスク情報の受容に及ぼす効果の検討 
①の分析結果から、ソーシャルサポートなどの対人的資源の確認が健康リスク情報に対する

自己防衛反応を低減するのに有効な手段である可能性が示唆されたため、対人的資源が健康リ
スク情報に対する自己防衛反応を低減し、情報の受容を高めるために有効な方法であるかどう
かについて大学生を対象とした集合状況における質問紙調査によって検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 健康リスク情報に対する自己防衛反応 
当該研究の結果、先行研究と同様に、健康リスク行動を行っている人ほど、当該の健康リスク

情報の信ぴょう性を過小評価することや、その情報を読んだ後に自分の健康行動を改善しよう
する意図が高まらないことが示唆された。具体的には、普段飲酒頻度が多い人は、少ない人と比
べ、「過度の飲酒による健康リスク情報」の信ぴょう性を低く評価する傾向が示された。また、
普段スマートフォンの使用時間が多い人ほど、「スマートフォンの長時間使用に関する健康リス
ク情報」を読んだ後に、今後スマートフォンの使用時間を少なくしようとする行動改善意図をよ
り低く報告する傾向が示された。これらの結果は、先行研究と同様に、自身に関連する健康リス
ク情報に対して自己防衛的に反応することを示唆している。 
(2) 効果的な自己肯定化手法の検討 
① 自己肯定化がスマートフォンの長時間使用に関する健康リスク情報の受容に及ぼす効果 
 本研究の結果、(1)の結果と同様に、普段スマートフォンを長時間使用している人は、そうで
はない人と比べ、「スマートフォンの長時間使用に関する健康リスク情報」を読んだ後の、行動
改善意図をより低く報告することが示された。しかしながら、自己肯定化の課題を行った場合、
スマートフォンを長時間使用している人の行動改善意図が高まった。これらの結果は、健康リス
ク情報に対する自己防衛反応が自己肯定化によって低減したことを示唆している。さらに、記述
された自己肯定化の課題の内容から、家族や友人のサポート（ソーシャルサポート）などの対人
的資源に関連する事柄を確認することが、健康リスク情報に対する自己防衛反応を低減し、情報
の受容を高めるために有効であることが示唆された。 
② 対人的資源が健康リスク情報の受容に及ぼす効果 
 本研究の結果、自身の保持する対人的資源（家族または友人のソーシャルサポートの認識）を
確認することが、「スマートフォンの長時間使用に関する健康リスク情報」への受容を高める（情
報の信ぴょう性をより高く評価する、行動改善意図をより高く報告する）効果がある可能性が示
唆された。 
以上の結果から、健康リスク情報に対する自己防衛反応を低減し、情報の受容を高めるために

ソーシャルサポートなどの対人的資源を確認することが有効な方法である可能性が示唆された。 
最後に本研究の限界について言及する。一つ目は、本研究で行った調査や実験の多くは、主に

大学生を対象として実施したことである。そのため、本研究で得られた知見が大学生以外の様々
な人々にも有効であるかどうかについては検討の余地がある。二つ目は、本研究では、心理的脅
威に対する自己防衛反応として、健康リスク情報に対する反応のみに焦点をあてた。そのため、
健康リスク情報以外の他の心理的脅威に対しても本研究で得られた知見が適用できるかどうか
は明確にはなっていない。今後はこれらの点を考慮し、さらに検討を行う必要がある。 
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